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広田湾における音響反射面および柱状試料から見た湾内堆積物の空間変化
Spatial variation of sediment observed by reflecting surface and columnar core at Hirota
bay
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津波時には、その発生に伴いイベント堆積物が津波発生域から浅海域、陸上の遡上域にかけて堆積することが知られ
ている。陸域では、過去の津波による遡上堆積物 (津波堆積物)を特定し、その規模や発生周期を推定する試みが様々な
地域で行われている (Minoura and Nakaya,1991ほか)。
海域は陸域と異なり、堆積の場であることが知られており、過去から現在に至るまでのその湾および地域の環境やイ

ベントを陸上よりも記録している可能性が考えられるが、海域 (特に沿岸域)では津波によるイベント堆積物の研究はほ
とんど行われておらず、その実態はあまり把握されていない。本発表では、岩手県陸前高田市広田湾で採取した柱状堆
積物試料と地層探査記録より、岩相および分布に関する特徴について報告する。
柱状堆積物試料は、2012年から 2014年にかけて、湾内の水深約 8˜30 m(26地点)で採取した。試料は岩相により、上

位から砂質堆積物で構成され上方細粒化で特徴付けられる 2011年津波堆積物のユニット 1(以下、U1)および下位の泥質
堆積物 (以下、U2)で構成される。U2を岩相記載から区分し、➀U2-Ⅰ：貝殻片を含む砂混じり泥層、➁U2-Ⅱ：生物擾乱
が発達する泥層、➂U2-Ⅲ：木片が多い砂混じり泥層、➃U2-Ⅳ：下部に砂層を有する砂混じり泥層、➄U2-Ⅴ：基底部に
礫や粗粒砂を含む泥混じり砂層、➅U2-Ⅵ：泥層と区分した。また、U2-Iは嵯峨山ほか (2014)によって通常時とは異な
る珪藻群集が確認されており、過去のイベントを示すユニットと推察される。
　地層探査記録より、特徴的な反射面を (イ)R1：最上位にみられ、最も広域に分布する凹凸に富んだ反射面、(ロ)R2：

湾奥部に分布し、沿岸域では R1によって削剥される反射面、(ハ)R3：広域に分布される反射面、(ニ)R4：R5の上位に分
布、(ホ)R5：下位に無層理な層を有し、広域に分布する反射面、(ヘ)R6：下位に無層理な層を持ち R1と同様に広範囲に
分布する強反射面、(ト)R7：R6下位に水深約 16 m付近から分布する強反射面に区分し、その分布を求めた。R1および
R6は広域に分布するが、R2-R7は沖合に向かって薄層化し殲滅する傾向が確認される。
地層探査記録と岩相記載を対比し、湾内での各ユニットの分布を求めると U1は湾内全域に分布するが、U2は沿岸域

では複数のユニットの組み合わせが見られるが、沖合に向かって分布するユニットが減少し、水深約 28 mでは U1のす
ぐ下位に U6が分布するにとどまる。
これらのユニット区分および分布は、湾内における堆積物ローブの流動メカニズムの解明や湾内環境の経年変化を捉

える上で、重要であると思われる。
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